
平成２７年度 地方公営企業会計決算の概要

１．事業数

■地方公営企業の事業数の状況

■地方公営企業の事業数の推移

水道事業

19事業

20.4%

簡易水道事業

14事業

15.0%

交通事業

1事業

1.1%病院事業

7事業

7.5%

下水道事業

33事業

35.5%

介護サービス事業

9事業

9.7%

その他

10事業

10.8%

水道事業

簡易水道事業

交通事業

病院事業

下水道事業

介護サービス事業

その他

事業数
93事業
(100%)

平成27年度末現在

事業数は、平成２７年度末現在９３事業で前年度末と同数であるが、内訳では、
交通事業が１事業減、電気事業が１事業増となっている。
このうち、地方公営企業法の適用を受け企業会計方式等を用いる法適用企業は

３２事業で、同法の適用を受けない法非適用企業は６１事業となっている。
また、事業別にみると、下水道事業が最も多く、次いで水道事業、簡易水道事業、

介護サービス事業、病院事業の順となっている。
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２．職員数

■地方公営企業の職員数の状況

■地方公営企業の職員数の推移

水道事業

325人

21.6%
簡易水道事業

27人

1.8%

交通事業

75人

5.0%

病院事業

818人

54.3%

下水道事業

148人

9.8%

介護サービス事業

99人

6.6%

その他

14人

0.9%

水道事業

簡易水道事業

交通事業

病院事業

下水道事業

介護サービス事業

その他

職員数
1,506人
(100%)

職員数（臨時・非常勤職員を含む常時雇用職員数）は、平成２７年度末現在、
１，５０６人で、前年度末に比べて３２人、２．１％減少している。
また、事業別にみると、病院事業が最も多く、次いで水道事業、下水道事業、

介護サービス事業、交通事業の順となっている。
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３．決算規模

・法適用企業 ３６，７８３百万円（対前年度 ▲２，６４２百万円 ▲ ６．７％）
・法非適用企業 １７，７７４百万円（対前年度 ▲ ７９１百万円 ▲ ４．３％）

■地方公営企業の決算規模の状況

■地方公営企業の決算規模の推移

決算規模（歳出総額）は、５４，５５７百万円で、前年度より３，４３３百万円、
５．９％の減少となっている。
また、事業別にみると、病院事業が最も大きく、次いで水道事業、下水道事業の順と

なっており、当該３事業で全体の８８．８％を占めている。
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４．経営状況

なお，前年度と比較し，収支が大幅に改善しているが，これは，前年度に会計基準の見直

しによる退職給付引当金の一括計上等があり特別損失が増加したことが要因である。

・法適用企業 収支額 １，４７８百万円 （対前年度 ＋４，７０７百万円 ）

・法非適用企業 収支額 １，２６９百万円 （対前年度 ＋９５百万円 ）

【補足説明】

赤字を計上した６事業の内訳

・水道事業 ２事業（三好市、つるぎ町）

・病院事業 ３事業（那賀町、美波町、海陽町）

・観光（索道）事業 １事業（徳島市）

■地方公営企業全体の経営状況

■地方公営企業全体の経営状況（事業別総収支額）

公営企業全体の総収支は，２，７４７百万円の黒字となっている。
また、事業を開始している９１事業のうち，黒字は８５事業と全体の９３．４％

（黒字額：３，２７７百万円）であり，赤字は６事業と全体の６．６％（赤字額：
５３０百万円）となっている。
また、事業別にみると、黒字事業は水道事業，簡易水道事業，下水道事業、介護サービ

ス事業，工業用水道事業，市場事業（法適及び法非適），駐車場事業，電気事業，観光（法
非適）事業及び交通事業の１１事業であり，赤字事業は，病院事業及び観光（法適）事業
の２事業となっている。
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【主な事業の経営状況等】

（１）水道事業の状況

経常損益に特別損益を加えた純損益は１，６２５百万円の黒字であり、前年度より黒字額

が１，５６６百万円増加している。（特別損失 １５百万円：対前年度 ▲１，４２３百万

円、▲９９．０％）

経常収益は１３，２５２百万円（対前年度 ＋９０百万円、＋０．７％）、経常費用は

１１，６４１百万円（対前年度 ＋１１６百万円、▲１．０％）であり、差引の経常収支は

１，６１０百万円の黒字（対前年度 ＋２０６百万円，＋１４．７％）となっている。

（２）交通事業の状況

純損益は，１４百万円の黒字であり，前年度の赤字から黒字に転じ，６１３百万円増加し

ている。（特別損失 ０円：対前年度 ▲６４１百万円減少，一事業が廃止）

経常収益は７７０百万円（対前年度 ▲２２９百万円、▲２３．０％）、経常費用は

７５６百万円（対前年度 ▲２７７万円、▲２６．８％）であり、差引の経常収支は

１４百万円の黒字（対前年度 ＋４８百万円）となっている。

なお、小松島市の交通事業は、平成２６年度末をもって、事業を廃止している。

（３）病院事業の状況

純損益は、１９９百万円の赤字であり、前年度より赤字額が２，５６１百万円減少してい

る。（特別損失 ３５百万円：対前年度 ▲２，９０７百万円、▲９８．８％）

経常収益は１６，２４７百万円（対前年度 ＋３５２百万円、＋２．２％）、経常費用は

１６，４３８百万円（対前年度 ＋７１３百万円、＋４．５％）であり、差引の経常収支は

▲１９１百万円の赤字（対前年度 ▲３６１百万円）となっている。

（４）下水道事業の状況

実質収支は、３４２百万円の黒字であり、前年度より黒字額が６６百万円、２３．９％増

加している。

収益的収支では、３，００２百万円の黒字であり、前年度に比べて黒字額が１１７百万円、

４．１％増加している。

（５）観光施設事業の状況

法適用事業の純損益は、５５百万円の赤字であり、前年度の２３百万円の黒字から、赤字

に悪化している。

法非適用事業の実質収支は，１，４百万円であり，前年度の１，５百万円より０．１百万

円，７．０％黒字額が減少している。

（６）と畜場事業の状況

当該事業は徳島市の事業であり、一般会計からの繰入れ等を行った結果、実質収支は黒字

（収支はゼロ）となっている。
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■参考：経常収支等の状況
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５．料金収入

・法適用企業 ２４，８７１百万円（対前年度 ＋５９百万円 ＋０．２％）

・法非適用企業 ４，４５９百万円（対前年度 ＋９百万円 ＋０．２％）

【補足説明】

・交通事業 ３１７百万円（対前年度 ▲２２７百万円 ▲４１．７％）

主な要因は、前年度末に小松島市の交通事業が廃止したことによる。

■地方公営企業の料金収入の状況

料金収入は、２９，３３０百万円で、簡易水道事業，病院事業及び下水道事業等では増
加しているが、水道事業，交通事業及び介護サービス事業が減少している。前年度に比べ
て６８百万円、０．２％増加している。
また、事業別にみると、病院事業が最も多く、次いで水道事業の順となっており、この

２事業で全体の８２．１％を占めている。
なお、総収益に占める料金収入比率は、全体で７１．２％となっており、水道事業が８

６．３％と最も高く、一方、下水道事業が３１．７％と最も低くなっている。
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６．企業債
（１）企業債発行額

・うち法適用企業 ３，１９１百万円（対前年度＋１，０１６百万円 ＋４６．７％）
・うち法非適用企業 ３，３３６百万円（対前年度 ▲４５７百万円 ▲１２．０％）

【補足説明】
・下水道事業 ２，７９６百万円 （対前年度 ▲４４５百万円 ▲１３．７％）

主な要因は、徳島市の建設改良費の減少に伴い、発行額が減少したことによる。
・病院事業 １，１５３百万円 （対前年度 ＋５４９百万円 ＋９０．９％）

主な要因は、徳島市の建設改良費の増加に伴い、発行額が増加したことによる。

■地方公営企業の企業債発行額の状況

■地方公営企業の企業債発行額の推移

水道事業

1,751万円

26.8%

簡易水道事業

494百万円

7.6%

病院事業

1,153百万円

17.7%

下水道事業

2,796百万円

42.8%

その他

333百万円

5.1%

水道事業

簡易水道事業

病院事業

下水道事業

その他

企業債発行額

6,527百万円

(100%)

年度

平成 平成

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 対前年度比較 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度

事業 (Ａ) (Ｂ) (Ｂ)－(Ａ)

水 道 事 業 2,204 1,665 1,583 1,520 1,470 1,751 281 ▲ 24.5 ▲ 4.9 ▲ 4.0 ▲ 3.3 19.1

簡 易 水 道 事 業 149 159 302 630 518 494 ▲ 24 6.7 89.9 108.7 ▲ 17.8 ▲ 4.6

交 通 事 業 27 9 9 8 9 0 ▲ 9 ▲ 66.7 0.0 ▲ 11.1 12.5 ▲ 100.0

病 院 事 業 28 641 542 319 604 1,153 549 2,189.3 ▲ 15.5 ▲ 41.1 89.3 90.9

下 水 道 事 業 4,943 4,592 3,623 3,744 3,241 2,796 ▲ 445 ▲ 7.1 ▲ 21.1 3.3 ▲ 13.4 ▲ 13.7

介護サービス事業 0 0 0 0 0 0 0 - - - - -

そ の 他 36 29 17 54 126 333 207 ▲ 19.4 ▲ 41.4 217.6 133.3 164.3

合 計 7,387 7,095 6,076 6,275 5,968 6,527 559 ▲ 4.0 ▲ 14.4 3.3 ▲ 4.9 9.4

（単位：百万円、％）

企業債発行額 対前年度増減率

（注）企業債発行額には、前年度同意・許可債で当年度収入分及び借換債を含み、当年度同意・許可債で未収入分は含まない。

建設投資の財源である企業債の発行額は６，５２７百万円であり、今年度は病院事業、
水道事業等における建設改良の事業費の増加があったため、前年度より５５９百万円、
９．４％の増加となっている。

また、事業別にみると、下水道事業が最も多く、次いで水道事業、病院事業の順と
なっており、当該３事業で全体の８７．３％を占めている。
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（２）企業債現在高

・うち法適用企業 ７５，１１５百万円（対前年度 ▲１，３３７百万円 ▲１．７％）

・うち法非適用企業 ９０，１５４百万円（対前年度 ▲１，９２６百万円 ▲２．１％）

【補足説明】

・水道事業 ５３，８５７百万円（対前年度 ▲１，２５８百万円 ▲２．３％）

主な要因は、徳島市の水道事業で、施設改良事業に係る企業債発行額が償還額を下回った

ことによる。

・下水道事業 ８１，９６９百万円（対前年度 ▲１，７８３百万円 ▲２．１％）

主な要因は、特定地域生活排水処理事業を除く事業において、施設整備に係る企業債発行

額が償還額を下回ったことによる。

■地方公営企業の企業債現在高の推移

企業債現在高は、１６５，２６９百万円で、水道事業や下水道事業等の事業進捗により
減少しており、前年度より３，２６３百万円、１．９％減少している。
また、事業別にみると、下水道事業が最も多く、次いで水道事業、病院事業の順となっ

ており、当該３事業で全体の９４．３％を占めている。
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７．他会計繰入金

・うち法適用企業 ４，５３０百万円（対前年度 ＋６３百万円 ＋１．４％）
・うち法非適用企業 ７，６９５百万円（対前年度 ＋１３４百万円 ＋１．８％）

【補足説明】
・病院事業 ３，５０２百万円（対前年度 ＋３８９百万円 ＋１２．５％）

主な要因は、美波町の美波病院開院に伴い建設改良費が増加し、付随して資本的収入への
繰入金が増加(＋３２７百万円)したことによる。

・水道事業 ４４７百万円（対前年度 ▲１６０百万円 ▲２６．４％）
主な要因は、吉野川市(▲７１百万円)及び阿波市(▲９５百万円)において、資本的収入へ

の繰入金が減少したことによる。

■地方公営企業への他会計繰入金の状況

■地方公営企業への他会計繰入金の推移

他会計からの繰入金は、１２，２２５百万円で、水道事業や交通事業等では減少
したものの、病院事業や介護サービス事業等で増加したため、全体では、前年度よ
り１９７百万円、１．６％の増加となっている。
収益的収入への繰入金は、８，４２６百万円で、前年度に比べて４０百万円、

０．５％増加し、資本的収入への繰入金は、３，７９９百万円で、前年度に比べて
１５７百万円，４．３％増加している。
また、事業別にみると、下水道事業が最も多く、次いで病院事業の順となっており、

当該２事業で全体の８１．６％を占めている。
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８．累積欠損金

【補足説明】

・病院事業 １２，０４３百万円（対前年度 ＋２３９百万円 ＋２．０％）

主な要因は、那賀町，美波町，海陽町の病院事業で純損失が増加したことによる。

・観光施設事業（索道）２，１８８百万円（対前年度 ＋５５百万円 ＋２．６％）

主な要因は、徳島市の観光施設事業（索道）で純損失が増加したことによる。

■累積欠損金を有する事業の状況

地方公営企業法の適用企業において、営業活動によって生じた各事業年度の損失（赤字）
額を累積した累積欠損金は１５，０９７百万円であり、前年度より２８５百万円、１．９
％増加している。
なお、累積欠損金を有する事業数は３２事業中７事業であり、前年度より２事業の減と

なっている。また、事業別にみると、病院事業が最も多く、次いで観光施設事業の順と
なっている。
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９．不良債務

【補足説明】

・観光施設事業 ２，７００百万円（対前年度 ＋２５百万円 ＋０．９％）

徳島市の索道事業（眉山ロープウェイ）において、長年にわたる利用客の低迷による経常

収支の赤字や支払利息による純損益の赤字、眉山ロープウェイ制御設備整備に係る経費等に

より、不良債務を有している。

■不良債務を有する事業の状況

地方公営企業法の適用企業において、資金の不足額を示す不良債務は２，７００百万円
であり、前年度より２０百万円、０．７％増加している。
なお、不良債務を有する事業は、観光施設事業のみとなっている。
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